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中間貯蔵施設安全対策検討会開催要綱 

 
 
１ 目的 

平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発

電所の事故により放出された放射性物質による環境の汚染への対処に必要な

中間貯蔵施設については、施設の安全性の評価を行い、その結果に応じた適切

な安全確保の措置を行うことが必要である。 
これらに係る事項について検討することを目的として「中間貯蔵施設安全対

策検討会」（以下「検討会」という。）を開催する。 
 
２ 検討事項 

検討会の検討事項は次のとおりとする。 
（１）中間貯蔵施設における安全性の評価に係る事項 
（２）中間貯蔵施設における適切な安全確保の措置に係る事項 
（３）その他必要と認める事項 
 
３ 検討会の構成 

（１）検討会に、座長を置く。 
（２）座長は、委員の中から事務局が指名する。 
（３）座長は、検討会の議事運営に当たる。 
（４）座長に事故があるときには、座長があらかじめ指名する委員がその職務

を代行する。 
（５）検討会に、専門の事項を検討させるため必要があるときは、臨時委員を

置くことができる。 
 
４ 事務 

検討会の事務は、環境省 水・大気環境局 中間貯蔵施設担当参事官室にお

いて行う。 
 
５ その他 

検討会は、原則として公開とする。 
 
 

中間貯蔵施設安全対策検討会 
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中間貯蔵施設安全対策検討会 委員名簿 （五十音順、敬称略） 

家田  仁 東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻 教授 

飯本 武志 東京大学 環境安全本部 主幹 准教授 

大迫 政浩 
独立行政法人 国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究セ

ンター長 

木村 英雄 
独立行政法人 日本原子力研究開発機構 安全研究センタ

ー 環境影響評価研究グループ 研究嘱託 

酒井 伸一 
京都大学 環境安全保健機構 附属環境科学センター長 

教授 

島田 幸司 立命館大学 経済学部 教授 

辰巳 菊子 
公益社団法人 日本消費生活アドバイザー・コンサルタン

ト協会 常任顧問 

辻   幸和 前橋工科大学 学長 

新堀 雄一 東北大学 工学研究科 量子エネルギー工学専攻 教授 

新美 育文 明治大学 法学部 教授 

西垣  誠 
岡山大学大学院 環境生命科学研究科 資源循環学専攻 

教授 

早瀬 隆司 長崎大学大学院 水産・環境科学総合研究科長 教授 

宮脇 健太郎 明星大学 理工学部 教授 

山崎 晴雄 
首都大学東京 都市環境科学研究科 地理環境科学域 教

授 
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除染の現状について

平成２５年６月

環境省水・大気環境局

1

中間貯蔵施設安全対策検討会
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2

福島第一原発事故に伴う汚染の状況



放射性物質汚染対処特措法に基づく除染等の措置

3

①除染特別地域 ②汚染状況重点調査地域

環境大臣による

除染特別地域
の指定

環境大臣によ
る特別地域内
除染実施計画

の策定

国による除染等の措置等の実施

環境大臣による汚染状況重点調査地域の指定

都道府県知事等（※）による
汚染状況の調査測定

（※）政令で定める市町村の長を含む

都道府県知事等による除染実施計画策定

国、都道府県知事、市町村長等は除染実施
計画に基づき除染等の措置等を実施

原子力事業所内の土壌等の除染等の措置及びこれに伴い生じた除去土壌等の処理

関係原子力事業者（東京電力）が実施



直轄地域の除染の進め方

特別地域内除染実施計画等にのっとり、放射線量に応じて適切に除染を実施。

○５０mSv/年超の地域：
除染モデル実証事業を実施し、その結果等を踏まえて対応の方向性を検討する。

○２０～５０mSv/年の地域：
平成２５年度内を目途に、住居等や農用地における空間線量が２０mSv/年以下

となることを目指す。
○２０mSv/年以下の地域についても、除染を実施。

当面２年間（平成２４・２５年度）の方針

○２年間の除染の結果について点検・評価し、対応方策を検討。計画の見直しを含め
適切な措置を講ずる。

平成２６年度以降の方針

4

※本年夏頃を目処に、除染特別地域内の全ての市町村を対象に除染の進捗状況について点検し、必要に応じて
スケジュール等を見直す。

※



除染特別地域の除染の進捗状況

5

計
画

未
策
定

先行除染
（拠点の除染）

本格除染（面的な除染）

除染計画の策定 仮置場 除染作業

田村市 ○ ○(H24/4/13) ○（確保済み）
○

（H25/6 事業終了）

楢葉町 ○ ○(H24/4/13) ○（確保済み）
○

（実施中）

川内村 ○ ○(H24/4/13) ○（確保済み）
○

（実施中）

飯館村 ○ ○(H24/5/24)
○

（一部確保済み）
○

（実施中）

川俣町 ○ ○(H24/8/10)
○

（一部確保済み）
○

（実施中）

葛尾村 ○ ○(H24/9/28)
○

（一部確保済み）
○

（実施中）

大熊町 ○ ○(H24/12/28)
○

（確保済み）
作業準備中

南相馬市 ○ ○(H24/4/18)
○

（一部確保済み）
作業準備中

富岡町 ○ ○(H25/6/26)
○

（一部確保済み）
入札手続中

浪江町 ○ ○(H24/11/21) 調整中

双葉町 調整中

※除染作業の実施には、除染実施計画の策定、仮置場の確保、地権者の同意取得が前提

本
格
除
染
作
業
中
・
見
込
み

進捗状況

平成25年6月28日現在



○平成２４年度に実施している除染等工事の進捗状況（実施率）は以下のと
おり

除染特別地域の除染の進捗状況②

6

楢葉町 川内村 飯舘村

宅地 38% 100% 1%

農地 34% 25年度に実施予定 0%

森林 56% 34% 4%

道路 最後に実施予定 53% 最後に実施予定

24,25年度に実施予定 24,25年度に実施予定 24,25年度に実施予定

注
・実施率は、分母は当該市町村の24年度の除染対象地域の面積等、分子は一連の除染行為（除草、堆積物除去、洗浄等）が終了した面積等で計算。
・除染対象地域の面積・除染行為が終了した面積とも、今後の精査によって変わりうる。

・平成24年度末時点で実施していた４市町村のものであり、平成25年度から開始した地域の進捗状況は、今後、順次把握予定。
・田村市の除染は６月に終了。

（平成25年3月31日時点）



○平成25年3月26日時点で94市町村において、
除染実施計画が策定
（当面策定予定の市町村全て）

○除染の対象は、公共施設・住宅・道路・田畑・森林
など広範囲にわたるため、除染の実施にあたって
は、健康の保護を第一に考慮し、目標や優先順位
を定めて実施。
特に学校や公園など、子どもの生活圏を優先。

⇒具体的には、各市町村が定める除染
実施計画に基づき除染が実施されている。

汚染状況重点調査地域における除染の進捗状況①

7

「汚染状況重点調査地域」として指定を受けている市町村（100市町村）は、汚染の状況

について調査測定を実施し、除染を実施する区域や除染の実施者、手法などを定めた除
染実施計画を策定。



除染実施計画策定予定の９４市町村全ておいて、
除染実施計画の協議を終了 （平成25年6月25日時点）。

8

都道府県名 市町村数

汚染状況重点調査地域として指定された市町村

※は、除染に関する緊急実施基本方針に基づく除染計画を策定した市町村

協議済市町村
当面策定

予定なし

岩手県 3 一関市、奥州市、平泉町 （３市町村）

宮城県 8
白石市、角田市、栗原市、七ヶ宿町、大河原町、丸森町、山元町、

亘理町 （８市町村）

福島県 40

福島市※、郡山市※、須賀川市※、相馬市※、二本松市※、伊達市※、

本宮市※、桑折町※、国見町※、大玉村※、鏡石町※、天栄村、

会津坂下町、湯川村※、会津美里町、西郷村※、泉崎村※、中島村※、矢吹町※、棚倉

町※、鮫川村※、玉川村※、平田村※、浅川町※、

古殿町※、小野町※、広野町※、新地町※、田村市※、川俣町※、

川内村※、白河市※、石川町※、三春町※、南相馬市※、いわき市※

（３６市町村）

三島町、

矢祭町、

塙町、

柳津町

茨城県 20
日立市、土浦市、龍ケ崎市、常総市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、取手市、牛久

市、つくば市、ひたちなか市、鹿嶋市、守谷市、稲敷市、つくばみらい市、東海村、美

浦村、阿見町、利根町 （１９市町村）

鉾田市

栃木県 8
佐野市、鹿沼市、日光市、大田原市、矢板市、那須塩原市、塩谷町、那須町

（８市町村）

群馬県 10
桐生市、沼田市、渋川市、みどり市、下仁田町、中之条町、高山村、東吾妻町、川場

村 （９市町村）

安中市

埼玉県 2 三郷市、吉川市 （２市町村）

千葉県 9
松戸市、野田市、佐倉市、柏市、流山市、我孫子市、鎌ケ谷市、

印西市、白井市 （９市町村）

計 100 94 6

汚染状況重点調査地域における除染の進捗状況②



汚染状況重点調査地域における除染の進捗状況③

除染実施計画に沿う形で、発注、除染の実施が進展する中で、特に子供空間や公共施
設において、除染が進捗し、予定した除染の終了に近づきつつあるが、全体が終了する
までには、数年間に渡る着実な除染の継続実施が不可欠。

9
※個別の市町村の状況は、除染情報サイトよりご確認いただけます。 http://josen.env.go.jp/zone/index.html

福島県内
（平成25年4月末現在） 発注割合 実績割合

公共施設等 約8割 約6割

住宅 約5割 約1割

道路 約4割 約2割

農地・牧草地 約9割 約8割

森林（生活圏） 約2割 約1割

福島県外
（平成25年3月末現在） 発注割合 実績割合

学校・保育園等 ほぼ発注済み ほぼ終了

公園・スポーツ施設 約8割 約8割

住宅 約4割 約3割

公共施設等 約3割 約3割

道路 約3割 約3割

農地・牧草地 約6割 約6割

森林（生活圏） 一部 一部

注：予定数は現時点で具体的に予定
のある数であり、今後増加する可
能性もある。

注：「計画」は25年度末までのもので、
全体数は各市町村により、調整中
や未定となっており、今後増加する
見込み。



竪樋の高圧水洗浄

庭砕石の除去・被覆

屋根・壁の拭き取り 軒樋の拭き取り

舗装面の高圧水洗浄 草刈・堆積物の除去

10

除染作業の様子



除染前

除染後

除染前

除染後

除染前 除染前

除染後 除染後

11

作業前後の状況
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中間貯蔵施設の概要 

 

１．中間貯蔵施設の概要 

 
・ 福島県内では、除染等に伴い生じる土壌や廃棄物の量は膨大であり、中間貯蔵施

設は、これらを最終処分するまでの間、安全に集中的に管理・保管する施設。 

 

・ 施設の確保及び維持管理は国が行う。 

 

・ 仮置場の本格搬入開始から 3年程度（平成 27 年 1 月）を目途として施設の供用

を開始するよう政府として最大限の努力を行う。 

 

・ 福島県内の土壌・廃棄物のみを貯蔵対象とする。 

 除染に伴い生じた土壌、草木、落葉・枝、側溝の泥等（可燃物は原則として、

焼却して、焼却灰を貯蔵） 

 上記以外の廃棄物（放射能濃度 10 万 Bq／kg を超える廃棄物を想定。可燃物は

原則として、焼却して、焼却灰を貯蔵。） 

 

・ 中間貯蔵施設の容量は、約 1,500 万～約 2,800 万 m3程度と想定。 

 

・ 中間貯蔵開始後 30 年以内に、福島県外で最終処分を完了する。  

中間貯蔵施設安全対策検討会 
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２．中間貯蔵施設を構成する主な施設 

 

○受入・分別施設 

   ・重量・放射線測定を実施 

   ・放射性物質の濃度や、可燃・不燃等に応じて分別 

 

○貯蔵施設 

  ・土壌や廃棄物を貯蔵し、飛散や地下水汚染を防止 

 

○減容化施設 

  ・除染で発生した草木・汚泥等の焼却施設 

  ・その他の減容化施設（ふるいわけなどを今後検討） 

 

○常時モニタリング施設 

   空間放射線や地下水のモニタリング（監視）を実施 

 

○研究等施設 

  貯蔵する土壌や廃棄物の減容化技術、高濃度分離技術等の研究開発や実証を実施 

 

○情報公開センター 

  施設の運営について透明性を確保し、広く情報を発信 

 

※これらの他、各施設における処理のための一時的な保管エリアや運搬車両の駐車

スペース等も必要と考えられる。 

 



別紙１ 

 
 
 
平成２３年１０月  環境省が中間貯蔵施設等の基本的考え方（ロードマップ）を策

定・公表し、県内市町村長に説明 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年１２月  双葉郡内での施設設置について、福島県及び双葉郡８町村に検

討を要請 

平成２４年 ３月  福島県及び双葉郡８町村に対し、３つの町（双葉町、大熊町、

楢葉町）に分散設置する考え方を説明し、検討を要請 

平成２４年 ８月  福島県及び双葉郡８町村に対し、中間貯蔵施設に関する調査に

ついて説明し、検討を要請 

平成２４年１１月  福島県及び双葉郡町村長の協議の場において、福島県知事から、

地元への丁寧な説明等を条件として、調査の受入表明 

平成２５年 ４月  現地踏査開始（楢葉町、大熊町） 

平成２５年 ５月  ボーリング調査開始（大熊町） 

平成２５年 ６月  中間貯蔵施設の調査について町長及び町議会に説明（双葉町） 

中間貯蔵施設に係る最近の動き 

※ 主な内容 
  ・ 中間貯蔵施設の確保及び維持管理は国が行う 
  ・ 仮置場の本格搬入開始から３年程度（平成２７年１月）を目途として施

設の供用を開始するよう政府として最大限の努力を行う 
  ・ 福島県内の土壌・廃棄物のみを貯蔵対象とする 
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調査内容について（案） 

 
１． 共 通 

（１） 線量測定 
各調査では、調査に先立ち、それぞれの調査場所での空間線量を測定す

る。 
これに基づき、日々の作業計画を立案する際に、それぞれの地点で作業

員が受ける電離放射線の量を予測し、各作業員への適切な保護具の着用等

を指導し、作業員が受ける電離放射線をできるだけ少なくするよう努める。 
また、作業実施中は作業員の被ばく線量を測定し、結果を記録・管理す

る。これらにより、作業員の健康管理に努める。 
さらに、設計、安全性のための基礎データを取得するため、代表地域で

の空間線量を測定する。 
 
２． 施設設計 

（１） 地表地質調査 
① 地質分布の把握 

調査候補地およびその周辺を踏査し、地表面の地質を観察するこ

とで、既存の地質分布図などの文献も参考にしながら、地質の分布

状況を把握するとともに、地形や地盤の状況、土地利用の状況など

を確認する。 
これに基づき、具体的な地質調査地点を選定する。 

② 双葉断層帯の分布状況 
既存の地質分布図に記載されている双葉断層の近辺を踏査し、第

三紀層の露頭部分を観察することで、双葉断層帯の分布状況を把握

する。 
③ 水源把握（河川水、溜池等） 

調査候補地およびその周辺の地表水の水源（河川水、溜池等）を

把握し、地質調査計画に反映するとともに、地下水の流動把握にも

活用する。 

中間貯蔵施設安全対策検討会 

（第 1回）資料５ 
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（２） ボーリング調査 
① 地質解析 

既存のボーリング調査結果や文献から当該地域の概略の地質構造

を想定したうえでボーリング調査を行い、採取したコア試料を観察

し、周辺地盤で見られる特徴などと対比しながら、専門家の知見も

踏まえつつ、対象地域の地質・地層構成を把握する。 
② 標準貫入試験 

１） 沖積層の分布（層厚、分布域）把握 
比較的軟弱な沖積層は、既存のボーリング調査結果や文献から、

海岸近くの低地に広く分布していると考えられ、施設建設にあたり

支持力を確保するために地盤改良などを施す必要がある。こうした

沖積層の層厚、分布域を標準貫入試験で把握し、設計に反映する。 
２） 支持基盤の把握（大年寺層の深度） 

既存のボーリング調査結果や文献から、沖積層の下部には N 値 50
以上の泥岩層（大年寺層）の存在が想定される。これらは支持基盤

として有効であり、国道６号線付近などの丘陵地では比較的浅いと

考えられている。こうした支持基盤の深度を標準貫入試験で把握し、

設計に反映する。 
③ 土壌特性（詳細は別紙） 

１） 土壌（農地、宅地等）の物理・化学的特性の把握 
２） 土壌の放射性セシウム濃度と溶出・収着特性の把握 

④ 透水試験 
１） 地下水流動性の把握 

ボーリング孔を利用して地盤の透水試験を行い、調査対象地域に

おける透水性を把握する。得られた結果に基づき、調査対象地域周

辺の地下水流動性を把握する。 
⑤ 地下水観測 

１） 地下水位の把握 
調査対象地域における地下水の状況（地下水位等）を把握して、

地下水流動解析の基礎データとする。 



3 
 

 

（３） 盛土試験 
○ 盛土構築時の施工性検討 

盛土試験は、中間貯蔵施設で建設する土堰堤や、中間貯蔵施設に

搬入する除去土壌等の盛り立て時の、締め固め方法の違いによるし

まり具合の違いや、全体の沈下量を把握し、その施工性を設計に反

映するために行う。 

（４） 高密度電気探査 
○ 地質、地下水の分布状況把握 

地表面に、直線上に等間隔に電極棒を設置し、各電極棒間の比抵

抗を計測し、その計測結果を解析することで地層内部の状況を把握

する。 

（５） 建物状況調査 
○ 有効活用検討 

１） 既存建物の構造確認 
既存建物を中間貯蔵施設の各種管理棟や研究施設などに有効活用

できないか、その可能性を検討するために、既存建物の構造を確認

する。 
２） 破損状況 

実際の建物の破損状況を、専門家が現地で確認し、補強・補修の

要否、幹線道路からのアクセス、建物周辺の状況などを調査し、有

効活用の可能性について検討する。
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（６） 土質試験（室内試験） 
ボーリング調査の際に採取した試料（不攪乱試料）を用いて、各

地層の物性値等を把握するために室内試験を行う。試験項目とその

目的は表－１の通り。 
表－１ 室内試験項目と目的 

試 験 項 目 試 験 の 目 的 
物理試験 土粒子の密度・粒度、含水比など基本的な物性を

求める 
一軸圧縮試験 斜面安定計算などに用いる一軸圧縮強さを求める 
圧密試験 粘性土の圧密沈下量、沈下速度を求める 
三軸圧縮試験 土の粘着力ｃ、せん断抵抗角φを求める 
動的変形特性試

験 
地震時の変形特性を示す等価せん断剛性率を求め

る 
液状化強度試験 液状化判定に用いる液状化強度を求める 
土の保水性試験 地下水の流動特性に影響する保水性を求める 
不飽和透水試験 地下水の流動特性に影響する不飽和透水係数を求

める 
締固め試験 地盤の締め固め特性を求める 

 
３． 中間貯蔵施設への運搬の考え方に関する検討   

 福島県内の除去土壌等を、各仮置場から中間貯蔵施設へ運搬するにあた

っての考え方（運搬ルート、運搬時間帯、運搬車両、運搬可能量等）を検

討するため、以下の道路状況調査及び交通状況査等を行う。 

また、運搬時の安全対策の検討も行う。  

（１） 道路状況調査 

 運搬に供する貨物自動車が通行可能な運搬ルート候補を抽出するこ

とを目的として、道路管理者から今後の道路の新規供用・改修等の計

画や道路線形・構造、設計荷重、交通規制の情報を収集するとともに、

現地において、収集した情報の確認や道路状況等の調査を行う。 

（２） 交通状況調査 

 抽出された各運搬ルート候補において、運搬時の混雑具合など交通

状況を推定し、運搬ルートを評価・選定するために、既存の交通量調

査結果を収集するとともに、必要に応じて、新たに交通量調査を行う

など交通状況を把握する。 
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（３） その他調査 

 上記のほか、運搬ルート、運搬時間帯、運搬車両、運搬可能量等に

ついて、運搬における安全確保や、運搬の効率化等を検討するために

必要な調査も行う。 

     
４． 参 考 

環境調査（気象・大気、騒音・振動、水質、底質、動植物等） 

① 環境への影響把握 
中間貯蔵施設に係る環境の保全ために配慮すべき事項を検討し、

それらに対して既往の文献を調査することにより調査候補地および

その周辺の地域特性を把握するとともに、現状との整合性を確認し、

また原発事故後の放射線による影響を確認するため、現地調査を実

施し、環境への影響を把握する。 
これらの考え方、調査計画等は、安全対策検討会と並行して別途

開催する環境保全対策検討会において助言をいただくこととしてい

る。 
② 環境保全対策の基本検討 

文献調査結果および現地調査結果をもとに、中間貯蔵施設の設置

に伴う環境への影響を予測し、基本的な環境保全対策について検討

する。 
これらについても、環境保全対策検討会にて助言をいただく計画

である。 
 
添付資料 
・国土地理院地形図（調査候補地） 
・地質図（調査候補地） 
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1 
 

本検討会の進め方（案） 
 
本検討会は秋頃までに３回程度開催し、中間貯蔵施設に関する安全確保を念頭に 

  

・中間貯蔵施設に係る貯蔵、構造及び維持管理等の指針 

・中間貯蔵施設の概要 

・施設の安全・安心の確保 

 

 について議論を行い、とりまとめを行う。 

 

とりまとめを踏まえ、政府において中間貯蔵施設の具体的な絵姿をまとめることとする。 

上記に示した３点については、下記の進め方で議論を行うこととする。 

 

 

１．中間貯蔵施設に係る貯蔵、構造及び維持管理等の指針 

事故由来放射性物質に汚染された焼却灰等の廃棄物については、災害廃棄物安全評価

検討会において溶出特性を踏まえた処分の基準が検討されている。この放射性物質汚染

対処特措法に基づく基準を基本としつつ、貯蔵や構造・維持管理等の指針について議論

する。 

また、除染に伴い発生する土壌（除去土壌）を扱う施設については、 

 

・除去土壌の特性 

・大量の除去土壌を安全にかつ効率的に扱う必要性 

・貯蔵施設では長期間の貯蔵を想定していること 

 

などを踏まえつつ、放射性物質汚染対処特措法等に基づく基準を参考として、貯蔵や構

造・維持管理等の指針について議論する。 

事故由来放射性物質に汚染されたものへの対応については、これまで、放射性セシウ

ムを支配的な核種として考えているところ、上記指針等の検討に当たっても、同様に放

射性セシウムに着目することとする。 

指針の作成にあたり、貯蔵施設については、極めて大量のものを長期間にわたり取り

扱う必要があるという点で、最終処分に係る各種基準が参考になると考えられる。安全

対策等についてこれまでの技術的知見を生かし、速やかに施設整備を図る観点からも、

事故由来放射性物質に汚染された廃棄物の埋立処分の基準を参考とし、貯蔵施設の性格

を念頭に、指針について議論する。 

なお、最終的な処分については、貯蔵期間中に除去土壌等の減容や事故由来放射性物

質の分離等の技術開発・研究を行うこととする。 

中間貯蔵施設安全対策検討会 

（第 1回）資料７ 
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２．中間貯蔵施設の概要 

（１）調査の実施 

既往の知見やボーリング調査等の結果を踏まえ、調査場所周辺における施設設置の

技術的可能性について議論する。 

（２）中間貯蔵施設の安全対策 

１．及び２．（１）を踏まえ、中間貯蔵施設に搬入する除去土壌等や廃棄物の量等

を整理しつつ、施設の具体像や施設への運搬の考え方、仮置場からの搬出時や運搬時

の安全対策について議論するとともに、これらを念頭に放射性物質に係る安全評価を

行う。安全評価については、「東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の影響を

受けた廃棄物の処理処分等に関する安全確保の当面の考え方について」（平成 23 年 6

月 3 日、原子力安全委員会）を踏まえて行うこととする。（詳細は資料８参照） 

併せて、施設における地震・津波への対応策についても議論する。 

 

 

３．施設の安全・安心の確保 

中間貯蔵施設に関して安全・安心を確保する方法として、 

・安全操業のための管理・教育 

・緊急時対策（災害・事故） 

・地域とのコミュニケーションや情報公開 

・モニタリングのあり方 

について議論する。 

検討内容については、わかりやすくとりまとめて、積極的に発信し、地元とコミュニ

ケーションを図りながら、その過程でいただいた意見は、検討会の議論の中でも反映さ

せていくこととする。 

 

以上 
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参考 

放射性物質汚染対処特措法に基づく特定廃棄物の処理基準 

 

【制度の概要】（特措法第 20 条） 

○特定廃棄物（対策地域内廃棄物・指定廃棄物）を収集、運搬、保管又は処分する者（国

及びその委託業者等）は、特定廃棄物処理基準に従わなければならない。 

 

【環境省令の概要】 

（１） 特定廃棄物の収集運搬基準（施行規則第 23 条） 

① 特定廃棄物の飛散・流出・漏えい防止のための措置（容器に収納する等） 

② 特定廃棄物への雨水の浸入防止のための措置（遮水シートで覆う等） 

③ 運搬車の表面から１ｍの位置の線量当量率の制限（100μSv/時）   等 

 

（２） 特定廃棄物の保管基準（施行規則第 24 条） 

① 特定廃棄物の飛散、流出等の防止のための措置（容器に収納する等） 

② 公共の水域・地下水の汚染の防止のための措置（遮水シートの設置等） 

③ 放射線防護のための措置（立入禁止区域を設ける、土壌で覆う等） 

④ 敷地境界の空間線量、周縁地下水の事故由来放射性物質の濃度の測定   等 

 

（３） 特定廃棄物の中間処理基準（施行規則第 25 条） 

① バグフィルター等を備えた焼却設備を用いた焼却 

② 排ガス又は排水中の事故由来放射性物質の濃度の測定 

③ 排ガス又は排水中の事故由来放射性物質の濃度限度の設定 

④ 敷地境界の空間線量の測定   等 

 

（４） 特定廃棄物の埋立処分基準（施行規則第 26 条） 

① 十分な水密性、強度及び耐久性を有する外周仕切設備を備えた遮断型処分場にお

ける埋立て（放射能濃度が 100,000Bq/kg 超の特定廃棄物を埋め立てる場合） 

② 放射能濃度が8,000Bq/kg超100,000Bq/kg以下の特定廃棄物を管理型処分場にお

いて埋め立てる場合の措置（セメント固型化、不透水性土壌層の設置等） 

③ 埋立地からの放流水、地下水等の事故由来放射性物質の濃度の測定 

④ 埋立地からの放流水中の事故由来放射性物質の濃度限度の設定 

⑤ 一日の埋立作業を終了する場合の即日覆土の実施   等 

 

※ 特定廃棄物の処理基準の詳細については、施行規則参照。 

※ 特措法 平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放出された放

射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法（平成 23 年 8月 30 日法律第 110 号） 

環境省令 平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放出された

放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法施行規則（平成 23 年 12 月 14 日環境省令第 33 号） 
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特措法における廃棄物の埋立処分の基準（規則第 26 条）に基づく埋立のイメージ 
 第 26 条の項目 埋立のイメージ 

○【第 4項】基準

適合特定廃棄

物であって、

公共の水域及

び地下水の汚

染を生じさせ

るおそれのな

いもの 

 
 
 
 
 
 
 

（安定型相当の構造） 
○【第 3項】基準

適合特定廃棄

物 

 
 
 
 
 
 
 

（管理型相当の構造） 
○【第 2項】8千

Bq/kg～10 万

Bq/kg のもの 

【第 2号】公共の

水域及び地下

水と遮断され

ている場所以

外の場所 

 
 
 
 
 
 
 
 

（管理型相当の構造） 
○【第 1 項】10

万 Bq/kg を超え

るもの 

 
 
 
 
 
 
 

（遮断型相当の構造） 
 

   特定廃棄物 特定廃棄物 

  
外周仕

切設備 

 
覆い 

土壌層 

 

 
土壌層 

土壌 基準適合特定廃棄物 
 

おおむね 3m 以下 

3m 以上 

おおむね 

 50cm 以上 

おおむね 

 50cm 以上 

おおむね 

 50cm 以上 土壌層 

おおむね 3m 以下 
基準適合特定廃棄物 

 

おおむね 

 50cm 以上 不透水性土壌層 

 

* 水抜き箇所（排水を適切に処理できる

ことを条件に設置するとした場合） 

おおむね 3m 以下 

3m 以上 

 
土壌層 

 土壌 特定廃棄物 

おおむね 

 50cm 以上 

 

* * 



放
射
線
安
全
に
関
す
る
評
価
の
概
要

平
成

25
年

6月
28
日

環
境
省

中
間
貯
蔵
施
設
安
全
対
策
検
討
会

（
第
1
回
）
資
料
８
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安
全
評
価
の
目
的

・
中
間
貯
蔵
施
設
の
安
全
性
は
、
適
切
な
立
地
点
（
立
地
環

境
）
の
選
定
や
施
設
設
計
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
。

・
安
全
評
価
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
伴
い
想
定
さ
れ
る

公
衆
の
放
射
線
被
ば
く
を
評
価
し
、
評
価
結
果
が
線
量
の
基

準
を
満
足
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
設
計
の
妥
当
性
の
確
認
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
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評
価
シ
ナ
リ
オ
構
築

・
平
常
時

・
事
故
時

評
価
パ
ラ
メ
ー
タ

設
定

解
析
に
よ
る

公
衆
被
ば
く
評
価

評
価
モ
デ
ル
構
築

検
討
フ
ロ
ー

線
量
の
基
準
と
の

比
較

地
震
・
津
波
評
価

地
質
・
地
下
水

調
査

除
去
土
壌
等

特
性
調
査

地
震
・
津
波
に
起
因
す
る

想
定
シ
ナ
リ
オ

放
射
性
物
質
の

移
行
挙
動
等

放
射
能
濃
度
等

土
壌
等
の
特
性

地
下
水
の
流
れ
等

施
設
の
基
本
構
造

運
用
・
管
理
の
内
容

地
下
水
位

地
形

地
質
構
造
等

施
設
の
仕
様

運
用
・
管
理
の
具
体
的
条
件

施
設
の
基
本
構
造

運
用
・
管
理
の
内
容

施
設
構
造
等
の
検
討
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・
評
価
対
象
核
種

：
C
s
-1
3
7
,
Cs
-
13
4
※
1

・
評
価
対
象
期
間

：
貯
蔵
開
始
か
ら
3
0
年
後
ま
で

・
評
価
対
象
プ
ロ
セ
ス
：
運
搬
～
貯
蔵
ま
で

・
評
価
対
象

：
公
衆
※
2

・
評
価
シ
ナ
リ
オ

：
平
常
時
シ
ナ
リ
オ

事
故
時
シ
ナ
リ
オ

・
被
ば
く
線
量
の
基
準
：
追
加
1
m
S
v/
y以
下
（
平
常
時
）

追
加
5
mS
v
/e
v
e
n
t以
下
（
事
故
時
）
※
3

※
1
他
の
核
種
に
つ
い
て
も
影
響
が
十
分
に
小
さ
い
こ
と
を
別
途
確
認

※
2
作
業
員
の
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て
は
、
電
離
則
も
し
く
は
除
染
電
離
則
に
基
づ
き

放
射
線
管
理
を
実
施
す
る
。

※
3
事
故
時
の
線
量
の
基
準
は
、
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
安
全
審
査
の

基
本
的
考
え
方
（
原
子
力
安
全
委
員
会
）
を
参
考
に
設
定

安
全
評
価
の
基
本
条
件
（
案
）



5
5

受
入

分
別
・
処
理

搬
入

附
属
施
設

中
間
貯
蔵
施
設

公
道

貯
蔵
施
設

（
浸
出
水
処
理
設
備
等
含
む
）

受
入
・
分
別

施
設

減
容
化
施
設

貯
蔵

運
搬

➀
運
搬

焼
却

②
受
入
・
分
別
・

処
理

④
搬
入

③
減
容
化

⑤
貯
蔵

基
本
的
な
構
成
要
素

作
業
プ
ロ
セ
ス

評
価
対
象
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
（
案
）

・
プ
ロ
セ
ス
毎
に
想
定
さ
れ
る
公
衆
に
対
す
る
被
ば
く
経
路
を
抽
出
し
、
安
全
評
価

の
対
象
と
す
る
代
表
的
な
経
路
を
評
価
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
選
定

・
な
お
、
具
体
的
な
施
設
構
成
・
作
業
プ
ロ
セ
ス
は
、
基
本
設
計
の
結
果
に
基
づ
き

具
体
化
を
図
る
。
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評
価
シ
ナ
リ
オ
構
築

・
平
常
時

・
事
故
時

評
価
パ
ラ
メ
ー
タ

設
定

解
析
に
よ
る

公
衆
被
ば
く
評
価

評
価
モ
デ
ル
構
築

今
後
の
説
明
に
つ
い
て

線
量
の
基
準
と
の

比
較

第
二
回
検
討
会
で
説
明
予
定

第
三
回
検
討
会
で
説
明
予
定



7

参
考
と
す
る
既
存
の
事
例

・
福
島
県
の
浜
通
り
及
び
中
通
り
地
方
（
避
難
区
域
及
び
計
画
的
避
難
区

域
を
除
く
）
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
お
け
る
放
射
性
物
質
に

よ
る
影
響
の
評
価
に
つ
い
て
（
平
成
2
3
年
6
月
1
9
日
、
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
、
第
３
回
災
害
廃
棄
物
安
全
評

価
検
討
会
資
料
４
）

・
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
泥
焼
却
灰
等
の
処
分
に
関
す
る
安
全
評
価
検
討

書
（
平
成
2
3
年
9
月
、
横
浜
市
環
境
創
造
局
・
横
浜
市
資
源
循
環
局
、

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.c
it
y.
yo
k
o
h
a
m
a
.lg
.jp
/
k
a
n
k
yo
/
g
e
s
u
i/
h
o
u
s
ya
s

e
ib
u
s
s
it
s
u
/
k
e
n
to
u
s
yo
.p
d
f）

・
管
理
型
最
終
処
分
場
へ
の
1
0
万
B
q
/
k
g
以
下
の
指
定
廃
棄
物
の
埋
立
処

分
に
係
わ
る
線
量
評
価
に
つ
い
て
（
平
成
2
5
年
3
月
4
日
、
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
安
全
研
究
グ
ル
ー
プ
、

第
1
6
回
災
害
廃
棄
物
安
全
評
価
検
討
会
参
考
資
料
１
）
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ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン

放
射
性
物
質
の
飛
散

吸
入

地
下
へ
の
漏
出

（
異
常
時
）

食
物

摂
取

生
物
へ
の
蓄
積

河
川
・
海
へ
放
出

一
般
公
衆

・
中
間
貯
蔵
施
設
の
施
設
設
計
や
立
地
環
境
の
条
件
を
踏
ま
え
、
一
般
公
衆
に
対
す
る
被
ば
く
経
路

を
抽
出
し
、
解
析
的
に
被
ば
く
量
を
評
価
し
ま
す
。

・
外
部
被
ば
く
で
あ
れ
ば
、
線
源
か
ら
の
距
離
や
被
ば
く
の
時
間
な
ど
を
想
定
し
て
、
体
外
か
ら
被

ば
く
す
る
量
を
計
算
し
ま
す
。

・
内
部
被
ば
く
で
あ
れ
ば
、
吸
入
や
食
物
摂
取
な
ど
に
よ
り
放
射
性
物
質
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
を
想
定
し
、
体
内
か
ら
被
ば
く
す
る
量
を
計
算
し
ま
す
。

被
ば
く
経
路
の
例

青
線
：
外
部
被
ば
く

赤
線
：
内
部
被
ば
く

参
考
資
料
：
安
全
評
価
の
イ
メ
ー
ジ
（
被
ば
く
経
路
の
例
）

線
源
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参
考
資
料
：
安
全
評
価
の
イ
メ
ー
ジ
（
事
例
：
評
価
シ
ナ
リ
オ
）

評
価
対
象
と
す
る
シ
ナ
リ
オ
の
例
（
管
理
型
処
分
場
の
評
価
の
事
例
）

平
成
2
5
年
3
月
4
日

第
１
６
回

災
害
廃
棄
物
安
全
性
評
価
検
討
会

資
料
３
よ
り
抜
粋

評
価
対
象
と
す
る
シ
ナ
リ
オ

①
廃
棄
物
の
運
搬

②
～
⑨
埋
立
中

⑩
～

埋
立
終
了
後

2
3
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参
考
資
料
：
安
全
評
価
の
イ
メ
ー
ジ
（
事
例
：
評
価
結
果
）

平
成
2
5
年
3
月
4
日

第
１
６
回

災
害
廃
棄
物
安
全
性
評
価
検
討
会

資
料
３
よ
り
抜
粋



 

 
 



中
間
貯
蔵
施
設
の

調
査
に
つ
い
て

平
成
25
年
1月
 第
1版

国
に
よ
る
除
染
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
  
  
 

福
島
 ： 
02
4-
52
3-
53
91
（
8:
30
～
17
: 1
5 
土
日
祝
日
除
く
）

東
京
 ：
 0
3-
67
41
- 4
53
5（
9:
30
～
18
: 1
5 
土
日
祝
日
除
く
）

除
染
情
報
サ
イ
ト

ht
tp
:/
/j
os
en
.e
nv
.g
o.
jp
/



1

目
次

貯
蔵
す
る
も
の
は
何
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
施
設
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
で
す
か
？

　
・
調
査
の
候
補
地
は
ど
こ
で
す
か
？

　
・
調
査
候
補
地
の
選
定
理
由
は
何
で
す
か
？

　
・
調
査
の
内
容
は
何
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
る
の
で
す
か
？

　
・
施
設
の
安
全
設
計

　
・
運
搬
時
の
安
全
確
保

　
・
地
震
・
津
波
へ
の
対
応

　
・
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
・
安
全
な
操
業

　
・
緊
急
時
対
策（
災
害
、事
故
）

　
・
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、情
報
公
開

今
後
の
進
め
方

・・
・・
・
P4

・・
・・
・
P5
-6

・・
・・
・
P7
- 1
2

・・
・・
・
P1
3
- 1
8

・・
・・
・
P1
9

2



3

は
じ
め
に

除
染
に
伴
い
発
生
し
た
土
や
廃
棄
物
な
ど
を
、

最
終
処
分
す
る
ま
で
の
間
、安
全
に
集
中
的
に
管
理
・
保
管
す
る

施
設
と
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
内
の
除
染
を
一
刻
も
早
く
進
め
、

復
旧
・
復
興
の
目
途
を
つ
け
る
た
め
に
も
、

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3
4

貯
蔵
す
る
も
の
は
何
で
す
か
？

仮
置
場
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、

除
染
に
伴
い
発
生
し
た
土
や
廃
棄
物

仮
置
場
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
土
や
落
葉
・
枝
な
ど
を
貯
蔵
す
る
予
定

で
す
。

1

1k
gあ
た
り
10
万
B
q（
ベ
ク
レ
ル

※
）を
超
え
る

放
射
能
濃
度
の
焼
却
灰
な
ど

可
燃
物
は
、原
則
と
し
て
焼
却
し
、焼
却
灰
を
貯
蔵
す
る
予
定
で
す
。

※
Bq
（
ベ
ク
レ
ル
）と
は
、放
射
能
の
強
さ
を
表
す
単
位（
放
射
性
物
質
か
ら
1秒
間
に
出
る
放
射
線
の
数
を
表
す
）

2

い
ず
れ
も
、福
島
県
内
で
発
生
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

貯
蔵
す
る
も
の
は
何
で
す
か
？



5

ど
の
よ
う
な
施
設
で
す
か
？

土
や
廃
棄
物
を
安
全
に
管
理
・
保
管
す
る
た
め
の
施

設
が
集
ま
っ
た
場
所
で
す
。大
規
模
な
施
設
と
な
る

た
め
、完
成
し
た
部
分
か
ら
順
次
施
設
の
運
用
を
始

め
る
予
定
で
す
。

研
究
等
施
設

貯
蔵
す
る
土
壌
や
廃
棄
物
の

減
容
化
技
術
、放
射
性
物
質

の
効
果
的
な
分
離
技
術
の
研

究
等
を
行
い
ま
す
。

減
容
化
施
設

除
染
で
発
生
し
た
草
木
・
汚

泥
な
ど
を
焼
却
・
減
容
化
し

ま
す
。貯
蔵
施
設

土
や
廃
棄
物
を
貯
蔵
し
ま
す
。放

射
線
の
遮
へ
い
や
放
射
性
物
質

の
流
出
・
飛
散
、地
下
水
汚
染
防

止
の
た
め
の
対
策
を
施
し
ま
す
。

受
入
・
分
別
施
設

搬
入
さ
れ
る
土
や
廃
棄
物
の
重

量
や
放
射
線
量
の
測
定
、分
別

を
行
い
ま
す
。

情
報
公
開
セ
ン
タ
ー

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
情

報
を
、住
民
の
み
な
さ
ま
を

は
じ
め
広
く
発
信
し
ま
す
。

常
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
施
設

空
間
放
射
線
や
地
下
水
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ（
監
視
）を
行
い

ま
す
。（
様
々
な
場
所
に
配
置
）

❺❸❶
❷ ❻❹

中
間
貯
蔵
施
設
は
、下
記
の
よ
う
に
様
々
な
機
能
を
も
つ
施
設
か
ら
構
成
さ
れ
る
予
定
　
で

え
、様
々
な
設
備
に
よ
り
、復
興
の
ま
ち
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
施
設
に
し
て
い
き
た
　

減
容
化
と
は
？

廃
棄
物
を
事
前
に
焼
却
、粉
砕
、圧
縮
す
る
こ
と
な
ど
で
、

保
管
・
処
分
す
る
容
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
。

修
景
・
緩
衝
緑
地
等❺

6

※
本
イ
メ
ー
ジ
図
は
現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
施
設
・
構
造
の
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、実
際
の
施
設
・
構
造
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
中
間
貯
蔵
施
設
の
大
き
さ（
想
定
）］

施
設
全
体
の
容
量
 約
1
,5
0
0
万
～
約
2
,8
0
0
万
㎥

東
京
ド
ー
ム
 （
約
1
2
4
万
㎥
）の
約
1
2
～
2
3
倍

❶

❶

　
で
す
。放
射
性
物
質
を
含
む
土
や
廃
棄
物
を
管
理
・
保
管
す
る
施
設
と
す
る
こ
と
に
加

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
棟

修
景
・
緩
衝
緑
地
等

❻
❷

❸

❸

❷

ど
の
よ
う
な
施
設
で
す
か
？



中
間
貯
蔵
施
設
の
具
体
像
を

お
示
し
す
る
た
め
に
、

必
要
な
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

7

中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、現
地

の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
設
の
配
置
や
内
容
な
ど
の
具
体
像
を
お
示
し
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど

の
現
地
調
査
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

8

　
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
で
す
か
？



調
査
の
候
補
地
は
ど
こ
で
す
か
？

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
候
補
地
は
、次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
選
定

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
考
え
方
を
ふ
ま
え
、以
下
の
3
箇
所
に
設
置
を
検
討
し
て
い
る

国
の
考
え
方
を
、こ
れ
ま
で
福
島
県
及
び
双
葉
郡
8
町
村
に
ご
説

明
し
て
い
ま
す
。

❶
 必
要
な
敷
地
面
積
の
確
保

❷
 土
壌
や
廃
棄
物
が
大
量
に
発
生
す
る
地
域
か
ら
の
近
さ

❸
 主
要
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス

❹
 断
層
、軟
弱
地
盤
な
ど
を
避
け
る

❺
 河
川
の
流
れ
の
変
更
な
ど
の
最
小
限
化

❶
 双
葉
町
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
北
側

❷
 大
熊
町
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
南
側

❸
 楢
葉
町
の
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
南
側

9

こ
の
中
か
ら
対
象
と
な
る
調
査
候
補
地
と
し
て
以
下
の
3
つ
の
要

件
を
考
慮
し
、既
存
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
下
図
の
よ
う
に
候
補

地
を
選
定
し
ま
し
た
。

❶
 谷
地
形
や
台
地
・
丘
陵
地
な
ど

　
 元
々
の
地
形
の
有
効
活
用

❷
 既
存
施
設
の
活
用

❸
 防
災
に
も
資
す
る
箇
所
の
活
用

※
こ
の
調
査
候
補
地
に
示
し
た
地
点
は
、あ
く

ま
で
現
時
点
で
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
大
ま
か
な
範
囲
を
示
し
た
も
の
で

す
。調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、こ
の
範
囲
の
周

辺
で
の
調
査
も
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
調
査
候
補
地
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ

　
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

10

中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る

調
査
候
補
地

既
存
の
管
理
型
処
分
場

①

②

③
④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

双
葉
町

大
熊
町

富
岡
町

楢
葉
町

　
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
で
す
か
？



調
査
候
補
地
の
選
定
理
由
は
何
で
す
か
？

11

各
々
の
調
査
候
補
地
に
つ
い
て
、以
下
の
理
由
で
選
定
し
て
い
ま
す
。な
お
、国

の
考
え
と
し
て
設
置
を
検
討
し
て
い
る
各
箇
所
に
つ
い
て
、搬
入
が
予
定
さ
れ

る
地
域
や
利
用
す
る
主
な
搬
入
ル
ー
ト
と
し
て
は
、以
下
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

※「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
の
対
処
に
お
い
て
必
要
な
中
間
貯
蔵
施
設
等
の
基
本
的
考
え
方

に
つ
い
て
」（
平
成
2
3
年
1
0
月
2
9
日
 環
境
省
）に
お
い
て
、福
島
県
内
で
除
染
に
伴
っ
て
生
じ
る
除
去
土
壌
等
は
約
1
,5
0
0
万
㎥
～
約
2
,8
0
0
万
㎥

と
試
算
し
て
い
ま
す
。中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
に
当
た
っ
て
は
、搬
入
車
両
に
よ
る
交
通
渋
滞
等
を
防
止
す
る
よ
う
、搬
入
量
を
分
散
し
、適
切
な

ル
ー
ト
を
検
討
・
選
定
し
ま
す
。

・
 
地
域
の
代
表
的
な
谷
地
形
で
あ
る
た
め
、土
壌
等
を

保
管
す
る
の
に
適
し
て
い
る

・
 
海
岸
堤
防
、河
川
堤
防
の
復
旧
と
あ
わ
せ
て
、堤
内

地
を
か
さ
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
、防
災
対
策
に
も
資

す
る
こ
と
に
な
る

・
 地
域
の
代
表
的
な
谷
地
形
で
あ
る
た
め
、土
壌
等
を

保
管
す
る
の
に
適
し
て
い
る

・
 工
業
団
地
の
建
物
等
の
既
存
施
設
が
活
用
で
き
る

・
 地
下
水
位
が
低
く
、造
成
済
の
土
地
の
た
め
、工
事
が
容
易

・
 工
業
団
地
の
建
物
等
の
既
存
施
設
が
活
用
で
き
る

・
 地
下
水
位
が
低
く
、造
成
済
の
土
地
の
た
め
、工
事
が
容
易

・
 地
下
水
位
が
低
く
、造
成
済
の
土
地
の
た
め
、工
事
が
容
易

・
 
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
物
等
の
既
存
施
設
が
活
用
で
き
る

・
 
造
成
済
の
土
地
の
た
め
、工
事
が
容
易

・
 
地
下
水
位
が
低
く
、平
坦
な
台
地
形
の
た
め
、工
事
が
容
易

・
 
平
坦
で
工
事
が
容
易

・
 
地
下
水
位
が
低
く
、平
坦
で
工
事
が
容
易

選
定
理
由

想
定
さ
れ
る
搬
入
予
定
地
域
な
ど

搬
入
予
定
地
域

相
馬
市
、南
相
馬
市
、

伊
達
市
、桑
折
町
、

国
見
町
、双
葉
町
、

浪
江
町
、新
地
町
、

飯
舘
村

主
な
搬
入
ル
ー
ト

地 点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

市 町 村 双 葉 町 大 熊 町 楢 葉 町

国
道
6
号
他
南
北
に

ル
ー
ト
を
と
る
幹
線

道
路

国
道
2
8
8
号
他
東

西
に
ル
ー
ト
を
取
る

幹
線
道
路
、常
磐
自

動
車
道
及
び
国
道
6

号
他
南
北
に
ル
ー
ト

を
と
る
幹
線
道
路

常
磐
自
動
車
道
及

び
国
道
6号
他
南
北

の
ル
ー
ト
を
と
る
幹

線
道
路

双
葉
町
、楢
葉
町
へ
の

搬
入
市
町
村
以
外

い
わ
き
市
、広
野
町
、

楢
葉
町

調
査
の
内
容
は
何
で
す
か
？

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
は
、以
下
3
つ
の
目
的
を
踏
ま
え
、調
査
候
補
地
に
関
し

必
要
な
項
目
に
つ
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
施
設
の
設
計
・
設
置
の
具
体
化
の
た
め

・
環
境
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
た
め

・
安
全
な
搬
入
の
た
め

12

目
的

調
査
項
目

現
地
踏
査

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

施
設
の
設
計・
設
置

の
具
体
化
の
た
め

環
境
へ
の
影
響
を

評
価
す
る
た
め

安
全
な
搬
入
の
た
め

・
調
査
の
実
施
地
点
の
特
定

・
水
源
の
把
握

・
地
質
分
布
状
況
の
把
握

・
保
管
施
設
な
ど
の
安
全
性
確
保

・
地
質
や
地
下
水
位
な
ど
の
把
握

・
地
盤
の
硬
さ
な
ど
の
把
握

・
作
業
員
の
健
康
管
理

・
設
計
、安
全
性
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
取
得

・
環
境
へ
の
影
響
の
評
価
の
た
め
の
補
完
的
デ
ー
タ
の
取
得

・
盛
土
の
踏
み
固
め
に
必
要
と
な
る
重
機
の

　転
圧
回
数
な
ど
の
把
握

・
動
植
物
な
ど
の
現
況
の
把
握

・
放
射
性
物
質
に
よ
る
人
や
野
生
動
物
へ
の

　影
響
の
評
価
の
た
め
の
デ
ー
タ
取
得

・
搬
入
計
画
策
定
の
た
め
に
必
要
な
交
通
量
や

　道
路
状
況
な
ど
の
把
握

線
量
測
定

盛
土
試
験

環
境
調
査

交
通
量
調
査
・

道
路
状
況
調
査

内
容

　
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
で
す
か
？



7つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
、

安
全
を
確
保
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ま
や
中
間
貯
蔵
施
設
で
働
く
方
々
の
安
全
の
た
め
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

現
在
、7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

今
後
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

安
全
対
策
の
具
体
化
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

13

　
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
る
の
で
す
か
？

安
全
・
安
心

1
施
設
の

安
全
設
計

2
運
搬
時
の

安
全
確
保 3

地
震
・
津
波

へ
の
対
応

4 環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

5
安
全
な
操
業

6
緊
急
時
対
策

（
災
害
、事
故
）7

地
域
と
の

コミ
ュニ
ケー
ショ
ン

情
報
公
開

中
間
貯
蔵
施
設

の
安
全
性

14



ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
る
の
で
す
か
？

15

覆
土
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
り
放
射
線
を
さ
え
ぎ
る
こ
と
で
、施
設
周
辺
の
空
間
線
量

率
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、放
射
線
の
遮
へ
い
や
放
射
性
物
質
の
飛
散
・

流
出
防
止
に
必
要
な
構
造
に
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①
　
施
設
の
安
全
設
計

放
射
線
の
遮
へ
い
や
放
射
性
物
質
の

飛
散
・
流
出
防
止
に
必
要
な
構
造
に
し
ま
す
。

●
 中
間
貯
蔵
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
図

雨
水
集
排
水
溝

地
下
水
中
の
放
射
性
物
質
の
監
視

遮
水
工

（
上
部
・
側
部
・
底
部
）

浸
出
水
集
水
設
備
・

水
処
理
施
設

（
放
射
性
物
質
の
監
視
）

緑
化（
搬
入
後
）

覆
土（
搬
入
後
）

放
射
線
の
監
視

雨
水
流
入
防
止
用
屋
根（
搬
入
中
の
み
）

雨
水
集
排
水
溝

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
人
工
構
築
物
外
周
仕
切
設
備

地
下
水
中
の
放
射
性
物
質
の
監
視

放
射
線
の
監
視

ふ
た（
搬
入
後
に
覆
う
）

溶
出
性
対
応
型
施
設
の
例

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
お
お
う
）

非
溶
出
性
対
応
型
施
設
の
例

（
土
を
か
ぶ
せ
る
）

98
％

99
％

放
射
線
を

さ
え
ぎ
る
効
果

・
30
㎝
の
土
を
か
ぶ
せ
る

・
30
㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
お
お
う

〈
容
器
・
梱
包
の
例
〉

〈
運
搬
車
両
の
例
〉

16

大
型
土
の
う
袋
な
ど
の
容
器
や
梱
包
材
、水
密
性
を
有
す
る
運
搬
車
両
な
ど
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、放
射
線
の
遮
へ
い
や
放
射
性
物
質
の
飛
散
・
流
出
の
防
止
を
図
り
、

運
搬
時
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②
　
運
搬
時
の
安
全
確
保

放
射
線
の
遮
へ
い
や
放
射
性
物
質
の

飛
散
・
流
出
防
止
に
必
要
な
容
器
や
車
両
の
利
用
な
ど
に

よ
っ
て
、安
全
に
運
搬
を
行
い
ま
す
。

地
震
や
津
波
を
適
切
に
想
定
し
、施
設
が
安
全
に
保
た
れ
る
よ
う
、必
要
な
対
策
を

講
じ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③
　
地
震
・
津
波
へ
の
対
応

想
定
さ
れ
る
地
震
・
津
波
に
対
し
、施
設
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
る
の
で
す
か
？



ポ
イ
ン
ト
④
　
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

施
設
内
・
外
の
放
射
線
量
や
地
下
水
・

周
辺
水
域
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
、地
域
の
み
な
さ
ま
の
安
全
を
継

続
し
て
確
認
し
ま
す
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、

地
域
の
み
な
さ
ま
の
安
全
を
継
続
し
て
確
認
し
ま
す
。

安
全
な
操
業
を
行
う
た
め
に
、法
令
遵
守
の
徹
底

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
整
備
、従
業
員
・
作
業
員
の
教
育

を
実
施
し
、事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

安
全
に
操
業
を
行
う
た
め
の
管
理
・
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

〈
管
理
事
項
の
例
〉

・
作
業
手
順
の
明
確
化

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

・
安
全
意
識
の
定
期
的
研
修

・
非
常
時
対
応
の
準
備

・
管
理
区
域
の
設
定
　
な
ど

ポ
イ
ン
ト
⑤
　
安
全
な
操
業
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ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
る
の
で
す
か
？

　
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
る
の
で
す
か
？

災
害
・
事
故
な
ど
に
備
え
、必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
⑥
　
緊
急
時
対
策（
災
害
、事
故
）

万
が
一
の
災
害
や
事
故
の
発
生
を
想
定
し
、地
域
の
み
な
さ
ま
へ
の
連
絡
や
影
響

緩
和
・
事
故
収
束
の
た
め
の
準
備
・
対
応
を
行
い
ま
す
。

情
報
公
開
ル
ー
ム

ポ
イ
ン
ト
⑦
　
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、情
報
公
開

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
公
開
を

積
極
的
に
図
り
、地
域
の
み
な
さ
ま
に
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

〈
緊
急
時
対
策
の
対
応
方
法
の
例
〉

事
前
の
準
備

事
後
の
対
応

・
災
害
や
事
故
に
備
え
た
 

　
教
育
・
訓
練

・
災
害・
事
故
対
応
の
た
め
の

　マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備

・
必
要
な
資
機
材
の
確
保

・
地
元
自
治
体
や
県
な
ど

　
へ
の
連
絡

・
影
響
の
拡
大
の
抑
制
・

　
沈
静
化

地
震

津
波

そ
の
他
の
自
然
災
害

停
電

火
災

事
故

18



今
後
の
進
め
方
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中
間
貯
蔵
施
設
等
の
基
本
的
な
考
え
方
＊
で
は
、

次
の
よ
う
な
工
程
表
を
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

最
終
処
分
に
向
け
て
は
、放
射
性
物
質
の
効
果
的
な
分
離
な
ど
に
関
す
る
技
術

の
発
展
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、現
在
は
こ
の
よ
う
な
技
術
の
研
究
開

発
・
評
価
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

・
仮
置
場
へ
の
搬
入
・
管
理

・
市
町
村
・
国
に
よ
る
除
染

・
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
を
開
始

・
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完
了

平
成
23
年
～

平
成
27
年
1
月

貯
蔵
開
始
後

3
0
年
以
内

＊
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
の
対
処
に
お
い
て

　
必
要
な
中
間
貯
蔵
施
設
等
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

搬
入
前
　
  
  
建
設
中
  
  
  
搬
入
中
  
  
 　
搬
入
完
了
　
  
  
  
搬
入
後

20

環
境
省「
除
染
情
報
サ
イ
ト
」

で
は
、中
間
貯
蔵
施
設
に
関

す
る
情
報
や
資
料
を
閲
覧
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

環
境
省「
除
染
情
報
サ
イ
ト
」

→
 h
tt
p
:/
/j
o
se
n.
en
v.
go
.j
p
/

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
は

こ
ち
ら
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



M
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中間貯蔵施設環境保全対策検討会開催要綱 

 
 
１ 目的 

平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発

電所の事故により放出された放射性物質による環境の汚染への対処に必要な

中間貯蔵施設については、適切な環境保全の措置を行うことが必要である。 
これらに係る事項について検討することを目的として「中間貯蔵施設環境保

全対策検討会」（以下「検討会」という。）を開催する。 
 
２ 検討事項 

検討会の検討事項は次のとおりとする。 
（１）中間貯蔵施設における適切な環境保全の措置に係る事項 
（２）その他必要と認める事項 
 
３ 検討会の構成 

（１）検討会に、座長を置く。 
（２）座長は、委員の中から事務局が指名する。 
（３）座長は、検討会の議事運営に当たる。 
（４）座長に事故があるときには、座長があらかじめ指名する委員がその職務

を代行する。 
（５）検討会に、専門の事項を検討させるため必要があるときは、臨時委員を

置くことができる。 
 
４ 事務 

検討会の事務は、環境省水・大気環境局中間貯蔵施設担当参事官室において

行う。 
 
５ その他 

検討会は、原則として公開とする。 
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中間貯蔵施設環境保全対策検討会 

委員名簿 （五十音順、敬称略） 

大塚  直 早稲田大学大学院 法務研究科 教授 

尾崎 清明 公益財団法人 山階鳥類研究所 副所長 

黒沢 高秀 福島大学 共生システム理工学類 教授 

田中  正 筑波大学 名誉教授 

難波 謙二 福島大学 共生システム理工学類 教授 

福島 武彦 筑波大学 環境バイオマス共生学専攻 教授 

藤井 絢子 ＮＰＯ法人 菜の花プロジェクトネットワーク 代表 

山田 正人 
独立行政法人 国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究セン

ター 廃棄物適正処理処分研究室 室長 

吉田  聡 
独立行政法人 放射線医学総合研究所 福島復興支援本部 

環境動態・影響プロジェクト プロジェクトリーダー 

渡邊  明 福島大学 共生システム理工学類 教授 
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